
※ふれあいファーム利用者のかたに聞いてみました。 

①ふれあいファームを利用しようと思ったきっかけは？ 

②どんな作物を作られましたか？ 

③畑をしてよかったなぁと思うこと 

 
①以前から家庭菜園をしたいと思っていたので、 

ふれあいファームのことを知り、すぐ申し込みました。 

②キャベツ、大根、人参、ブロッコリー、春菊、にんにく 

タマネギ、ほうれん草、大仁田ねぎ 

③初めての野菜づくりですが、家族皆で畑を耕したり、種

の植えつけや収穫したりして、形は悪くても新鮮な野菜

がとれて、楽しいことです。何より野菜嫌いの孫が、お

ばあちゃんの作った野菜はおいしいと言って食べてく

れることです。 

①野菜づくりに興味があり、子どもたちにも 

野菜づくりを経験させたいと思ったから。 

②大根、キャベツ、白菜、ブロッコリー、 

 小松菜、サニーレタス、わけぎ、にんにく 

③作った野菜を子どもと

一緒に収穫し、その野

菜で料理し、家族で食

べることができた。 

無農薬なので、安心し

て食べることができた

こと。 

２月２２日（日）武四郎まつり 

「お茶処」 アイヌ民族衣装で写真撮影  

誕生地前にて まち協から出店します。お楽しみに！！ 

てつだい、おみせやさん、

ほんや、ふく、おもちゃ、

え、てづくり、びーず 

（7才・女の子） 

ｊｈｎ                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お  の  え 
小野江まちづくり協議会（小野江コミュニティセンター内 TEL 0598-56-6847）２０１５．２．１ 
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武四郎まつり 

マスコットキャラクター 

「たけちゃん」 

新しい１年がスタートして、小野江まちづくり協議会も設立して５年目に向かいます。 

昨今、人と人のつながりがうすれていく現在、「おのえはすばらしい街」「おのえは住みよい

街」「おのえは楽しい街」の現実のため、未来を支える子ども・挑戦意欲のある若者・生きが

いの充実を求める高齢者とともに、コミュニケーションを深め、小野江住民みんなでいっしょ

になってまちづくりを進め、何かを感じていただく“場づくり”、“仕掛け人”としてがんばっ

ていきたいと思っています。           （広報委員会委員長 濱田 實） 

はたけしごと！ 

くさとりです。 

（５才・男の子） 

にがてな勉強をやり、

あいさつをがんばる。 

（１０才・男の子） 

ならい事をがんばる。 

（９才・女の子） 

ふくしゅうなどをして、

いろいろなことをおぼ

えたい。 

（９才・男の子） 

学校にねぼうをし

ないようにする。 

（７才・女の子） 

公文で算数を高１にい

き、国語を高３にいきた

いです。（９才・男の子） 

勉強をしっかりして、テ

ストで８０点以上の点数

をとる。（９才・女の子） 

バスケと勉強 

（１０才・女の子） 

おいしいごはんを作れ

るようにがんばる。 

（３８才・女性） 

バスケ 

（６才・男の子） 

今年は何をがんばりますか？ 

どんな年にしたいですか？ 

ふれあいファームから 

   ～農作物をつくって～ 

①子どもに土遊びをさせてあげたくて。 

②大根、人参、白菜、キャベツ、ネギ、春菊、セロリ、 

水菜、ラディッシュ、レタス 

③子どもが野菜好きになりました。また、いろいろな方に

声をかけてもらったり、 

親切にしていただく 

おかげで、人見知りを 

しなくなり、 

「こんにちは」や 

「ありがとう」 を 

言えるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①子どもといっしょに野菜づくりがしたかった。 

②大根、白菜、ブロッコリー、じゃがいも、 

キャベツ 

③子どもが自分で育てた野菜ということもあって 

よく食べるようになりました。 

 畑をしてるときに、子どものキラキラした笑顔 

がみられたので、本当によかったなぁと思いま 

した。 

た。 

2 番利用 門脇さん 

7 番利用 田中さん 

11 番 12 番利用 石田さん 

5 番利用 萩野さん 

◇お知らせ◇ 平成 27年度小野江まちづくり協議会「総会」 

と き：平成 27年 3月 29日（日） 午前 １ ０ ：０ ０ ～ 

ところ：小野江コミュニティセンター会議室  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

☆減災訓練 10月 19日（日）から☆ 
「生活に直面した実務的な訓練だったなぁ。」・・・これは、10月 19日（日）に実施された減災 

〔防災〕訓練に参加された方々との会話です。 

 先の東日本大震災を教訓に、松阪市内各住民協議会においてもいろいろな内容を盛り込んだ「訓練」

が行われている旨の情報を耳にしますが、恐らく「小野江のような特色あるメニューを用意した訓練

は、他にないのではないかな。」・・・と思う昨今です。 

 小野江小学校区「各地区」より集まられた方々が、真剣なまなざしで見つめたのが「家具の固定訓

練」でした。本物の板壁に、本物のタンスを準備し、本物の金具やベルトを使っての「実習」は、ま

さに圧巻そのものでした。不十分な固定によって倒壊するタンスを目の当たりにした子どもたち、ま

た、確実に固定されたタンスの安定感を確認した大人の方がたは、「家具固定」がいかに減災に通じ

るのかを実感されたものと思われます。 

 今回の訓練には、さらに、罹災時に活用する「リヤカー」及び鍵棒を施した「車いす」の組み立て

方と活用方法を学び、体験する内容が重ねられました。訓練に参加されたすべての皆さま方の目は輝

き、身体に満ち溢れた真剣味が、訓練会場を引き締めました。 

 ふり返ってみると、私たちは、幾度となく「防災訓練」に参加し、「有事への心構え」を身につけ

てきたことは、間違いありませんが、今回の訓練を通じて学んだ「減災に結びつく意識と行動の重要

性」は、今後の「防災意識向上」という点で、大きな力になったと思います。 

 炊き出しされた「鶏ご飯」を口にしながら、講師を務められた野崎様の言葉を思い返しました。 

「今日の訓練に参加され、自らの暮らしを見つめ直された方は、諸災害が生じても、この場所で再会

できる方々だと思います。」臨場感溢れる素晴らしい「訓練」でした。ありがとうございました。 

（小野江コミュニティセンター館長 中野 恭） 

第２回避難所運営ゲーム＜HUG＞１１月１６日（日） 

さまざまな条件の方をどこへ避難させるか！! 

さまざまな条件を想定した避難者カードを、体育館や教室など、 

どこへ避難させるのか考えるゲームを、参加者30人で行いました。 

各班５～６人のグループで、カードに書かれた条件を読み上げ、 

配置先をみんなで考えていくのですが、簡単そうで意外に難しく、 

講師の岩本氏は、実際に災害が起こった場合は、受付に人が殺到し、 

大変な状態になると話されていました。 

しかし万が一の場合、こういう“考える”訓練をしているのとしていないのとでは、行動に違いが

出てきます。条件がいろいろあるカードがたくさんあり、なかでも『ペットを連れての家族』、『病気

のかたを抱える家族』のカードをどうするかで、迷い、真剣に考える姿が印象的でした。 

お互いの意見を聞き、助け合いながら進めて 

いく、その姿に、きっと「おのえ」は、混乱す 

ることなく、受け入れができる体制が、早くで 

きる気がしました。 

参加者の皆さん、ありがとうございました。         

（小野江まち協 事務員 萩野） 

 

 

武四郎ウォーキング 9 月 28 日（日） 
汗ばむほどの晴天の下、今回は少し足を延ばして隣町の津市香良洲町まで、45名の参加者で、

往復7㎞のウォーキングを行いました。 

途中、香良洲大橋のたもとで休憩し、香良洲神社で地元のボランティアの案内で本年 20 年ぶ

りに遷座（せんざ）された本殿が、伊勢神宮と同様の建築方式であること《今回、茅葺（かやぶき）

の茅（かや）が調達困難のため、銅板となった》、御木曳から遷座まで、すべての香良洲町民の 

              浄財によりなされたものであり、厚い信仰が感じられました。 

次に立ち寄ったのは、町の3分の１の面積を占めた戦前の 

三重海軍航空隊跡地にある津市香良洲歴史資料館（若桜会館） 

で、風化しつつある戦争の惨禍（さんか）を次世代に伝え継ぐと

ともに、命の尊さや平和の大切さを考えさせられました。    

（地域元気・健康福祉合同部会部会長 辻原 清和） 

 

 
    

小野江地域のみなさま、ご参加ご来場 ありがとうございました。 

小野江まちづくり協議会と共に小野江コミュニティセンター、小野江地区福祉会、小野江地区自 

治会とで構成された『小野江地区ふれあいフェスタ実行委員会』の皆さまの熱心な取組みのお陰で、 

今年度も無事実施することができました。ご協力ありがとうございました。 

何度もやってくる大型台風に、ハラハラさせられっぱなしでしたが、 

皆さまの熱意が天に届いたのでしょうか、好天にめぐまれました。 

感謝、感謝です。    （ふれあい交流部会部会長 濵田洋子） 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日：10 月 12 日（日） 

開催場所：小野江小学校 運動場 

軽く押しやすかった。 

良い体験ができた。 

－参加者感想より 

思ったより組み立てやすかった。 

安定感があって、便利だ。 

－参加者感想より 

災害時搬送リヤカー 

パン食い競走 

大人気のわたがし 

ママたち大忙

し！ 
みんなで 

三雲音頭をおどりました♡ 

災害時搬送用車イス 

津市香良洲歴史資料館見学 

♪ご協力ありがとうございます♪ ～イオン幸せの黄色いレシートキャンペーンから～ 

２０１４年３月～２０１４年８月分につきましては、投函レシート合計金額の1％分、３００円を寄贈して

いただきましたので、事務用品（クリップ、付せん）と交換させていただきました。ありがとうございました。 

毎月１１日に「マックスバリュー川井町店」ご利用の際には、レシート投函のご協力をお願い致します！ 

三重県防災対策部 防災企画・地域支援課 

岩本 久美氏 


